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委員会で詳しく審査しました
〜令和7年第1回定例会中に審査した内容は下記のとおりです〜

総
務
委
員
会

　

議
案
３
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
関
す
る
条
例
は
、
質
疑
・

討
論
が
な
く
、
採
決
の
結
果
、
起

立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
３
件
の

質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

問

条
例
改
正
の
趣
旨
は
。

答

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育

児
ま
た
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働

者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
基
づ
き
、
条
例
を
改
正
す
る
。

問

子
の
看
護
休
暇
の
取
得
事
由

の
拡
大
に
よ
り
、ど
う
な
る
の
か
。

答

学
級
閉
鎖
に
よ
る
休
暇
、
入

園
式
の
た
め
の
休
暇
な
ど
が
取
得

可
能
と
な
る
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
は
、３
件
の
質
疑
が
あ
り
、

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

通
勤
手
当
上
限
額
の
引
上
げ

理
由
は
。

答

人
材
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
東
京

都
人
事
委
員
会
勧
告
の
趣
旨
に

沿
っ
て
改
正
す
る
。

問

扶
養
手
当
の
改
正
の
理
由
は
。

答

社
会
と
公
務
の
変
化
、
子
に

関
す
る
経
費
の
実
情
な
ど
を
踏
ま

え
、
配
偶
者
に
係
る
手
当
を
廃
止

し
、
そ
の
原
資
で
子
に
係
る
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

福
祉
文
教
委
員
会

　

議
案
３
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

稲
城
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
認
可
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
は
、
２
件
の
質
疑
が
あ

り
、
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

こ
の
改
正
に
よ
り
体
制
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
保
育
事
業
所
は

あ
る
の
か
。

答

市
内
に
は
現
在
な
い
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
立
稲
城
第
二
小
学
校
校

舎
増
築
工
事
請
負
契
約
は
、
１
件

の
質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

問

断
熱
材
と
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

設
置
場
所
は
。

答

屋
上
、
壁
に
、
断
熱
材
を
設

置
す
る
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
、
工

事
完
了
後
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
設
置

の
検
討
を
予
定
し
て
い
る
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
２
件
の
質
疑
が
あ

り
、
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

裁
判
所
か
ら
の
和
解
勧
告
に

対
す
る
市
立
病
院
の
対
応
は
。

答

裁
判
所
の
見
解
と
し
て
、
市

立
病
院
側
に
過
失
は
な
い
が
、
医

療
が
原
因
の
事
件
で
あ
る
こ
と
と

病
状
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
た

結
果
、
解
決
金
２
５
０
万
円
で
の

和
解
が
相
当
で
あ
る
と
の
考
え
が

示
さ
れ
て
い
る
。
７
年
か
か
っ
て

い
る
部
分
や
、
原
告
側
の
和
解
の

意
向
、
裁
判
所
の
考
え
も
考
慮
し

て
、
和
解
す
る
方
向
と
し
た
い
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
環
境
委
員
会

　

議
案
７
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

稲
城
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て
は
、
現
地
調
査
の
後
、
審
査
を

行
い
、
質
疑
・
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

負
担
付
き
の
寄
附
の
受
納
に
つ

い
て
は
、
１
件
の
質
疑
が
あ
り
、

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

寄
附
に
至
る
経
過
は
。

答

大
丸
で
計
画
さ
れ
る
建
築
物

の
事
業
者
か
ら
、
宅
地
開
発
等
指

導
要
綱
に
基
づ
く
公
園
・
緑
地
の

整
備
・
提
供
が
困
難
で
あ
る
旨
の

申
し
出
が
あ
り
、
協
議
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
の

費
用
を
寄
附
す
る
旨
の
提
案
が
あ

っ
た
。
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

は
、
土
地
所
有
者
な
ど
に
よ
る
対

策
が
困
難
な
場
合
、
都
が
実
施
で

き
る
事
業
で
あ
り
、
こ
の
費
用
負

担
と
し
て
、
事
業
者
よ
り
市
が
寄

附
を
受
納
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
は
、

２
件
の
質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

問

条
例
の
目
的
と
意
義
は
。

答

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民

参
加
、
開
発
事
業
に
お
け
る
手
続

き
の
２
本
の
軸
で
構
成
し
、
条
例

に
よ
り
実
効
性
を
高
め
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
図
る
。

問

施
行
期
日
を
令
和
８
年
４
月

１
日
と
規
定
し
て
い
る
理
由
は
。

答

市
民
や
事
業
者
へ
の
周
知
期

間
を
１
年
間
設
け
る
た
め
で
あ
る
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
特
別
委
員
会

　

議
案
５
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
東
京
都
稲
城
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）は
、  

17
件
の
質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

問

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援 

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
期
待
す

る
効
果
は
。

答

物
価
高
騰
対
策
を
速
や
か

に
、
か
つ
、
的
確
に
実
施
し
、
閉

塞
感
を
打
破
す
る
と
と
も
に
、
市

民
お
よ
び
事
業
者
の
方
々
に
、
安

心
と
安
全
を
感
じ
て
い
た
だ
く
よ

う
な
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

問

災
害
対
策
備
蓄
資
機
材
事
業

に
よ
る
資
機
材
配
備
の
経
緯
は
。

答

能
登
半
島
地
震
の
状
況
な
ど

か
ら
、
避
難
所
の
衛
生
環
境
の
改

善
が
重
要
と
考
え
、
国
の
交
付
金

　

稲
城
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
は
、

１
件
の
質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

問

稲
城
駅
周
辺
の
土
地
区
画
整

理
事
業
の
組
合
の
解
散
に
伴
う
寄

附
金
を
基
金
に
積
ん
で
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
に
対
し
て
補
助
し
た
こ
れ

ま
で
の
実
績
は
。

答

平
成
６
年
度
か
ら
の
４
年
間

に
、
５
団
体
に
１
３
０
万
円
の
補

助
金
を
支
出
し
た
が
、
平
成
10
年

度
以
降
は
交
付
の
実
績
が
な
い
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
国
民
健
康
保
険
財
政
運

営
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
は
、

１
件
の
質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

問

基
金
の
設
置
目
的
で
あ
る
保

険
給
付
そ
の
他
財
源
の
不
足
が
突

発
的
に
生
じ
な
く
な
っ
た
理
由
は
。

答

平
成
30
年
度
か
ら
、
都
が
医

療
費
の
全
額
を
交
付
す
る
仕
組
み

と
な
り
、市
が
支
払
う
納
付
金
は
、

年
間
の
額
が
あ
ら
か
じ
め
通
知
さ

れ
て
い
る
た
め
、
現
在
で
は
、
計

画
的
か
つ
安
定
的
な
財
政
運
営
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
国
民
健
康
保
険
高
額
療

養
費
貸
付
基
金
条
例
及
び
稲
城
市

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
資
金

貸
付
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
は
、

１
件
の
質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

問

貸
付
制
度
の
利
用
実
績
は
。

答

平
成
18
年
度
に
72
件
の
利
用

が
あ
っ
た
後
、
減
少
し
、
平
成
25

年
度
以
降
は
全
く
な
い
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
後
期
高
齢
者
医
療
高
額

療
養
費
貸
付
基
金
条
例
及
び
稲
城

市
後
期
高
齢
者
医
療
高
額
療
養
費

資
金
貸
付
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

は
、
質
疑
・
討
論
が
な
く
、
採
決

の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

を
活
用
し
、
水
循
環
型
シ
ャ
ワ
ー

１
式
と
水
循
環
型
手
洗
い
ス
タ
ン

ド
２
台
を
配
備
す
る
こ
と
と
し
た
。

問

水
循
環
型
シ
ャ
ワ
ー
と
水
循

環
型
手
洗
い
ス
タ
ン
ド
に
つ
い
て
、

避
難
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
状
況

で
、ど
の
よ
う
に
運
用
す
る
の
か
。

答

災
害
が
起
き
た
と
き
、
避
難

所
の
状
況
に
応
じ
て
、
災
害
対
策

本
部
か
ら
避
難
所
へ
の
配
置
を
決

め
た
い
。

問

障
害
児
通
所
給
付
費
に
つ
い

て
、通
所
事
業
が
増
え
た
要
因
は
。

答

発
達
に
関
す
る
情
報
に
つ
い

て
保
護
者
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
、
乳
幼
児
健
診
や
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
か

ら
、
早
期
に
療
育
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

問

中
小
企
業
省
エ
ネ
化
設
備 

導
入
補
助
金
の
概
要
は
。

答

製
造
か
ら
10
年
以
上
経
過
し

た
エ
ア
コ
ン
、
冷
凍
・
冷
蔵
庫
、

給
湯
設
備
の
更
新
や
、
一
般
の
照

明
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
機
器
へ
更
新

す
る
市
内
の
中
小
企
業
者
に
対
し

て
、
補
助
率
２
分
の
１
、
20
万
円

を
上
限
と
し
て
導
入
費
の
一
部
補

助
を
行
う
。

問

中
小
規
模
飲
食
店
舗
出
店
補

助
金
の
目
的
と
概
要
は
。

答

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

事
業
者
が
市
内
に
飲
食
店
舗
を
出

店
す
る
際
の
費
用
を
、
補
助
率
２

分
の
１
以
内
、
60
万
円
を
上
限
と

し
て
補
助
す
る
こ
と
で
、
市
内
商

業
の
活
性
化
お
よ
び
経
済
効
果
の

促
進
を
図
る
。

問

商
工
会
補
助
金
で
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
事
業
を
行
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
は
、
申
込

み
期
間
を
７
月
３
日
か
ら
、
利
用

期
間
を
７
月
30
日
か
ら
予
定
し
、

紙
の
商
品
券
は
、
申
込
み
期
間
を

７
月
27
日
か
ら
予
定
し
て
い
る
。

問

商
工
会
補
助
金
に
つ
い
て
、

物
価
高
騰
の
交
付
金
を
活
用
し
、

事
業
を
実
施
す
る
目
的
は
。

答

消
費
を
下
支
え
す
る
目
的

で
、
多
く
の
市
民
が
活
用
で
き
る

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行

を
実
施
す
る
。

問

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
住

宅
設
備
等
補
助
金
に
つ
い
て
、
事

業
実
施
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

４
月
当
初
は
、
令
和
６
年
度

に
設
置
し
た
方
か
ら
募
集
を
始

め
、
７
月
頃
に
、
新
年
度
に
設
置

し
た
方
を
募
集
し
て
い
き
た
い
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
東
京
都
稲
城
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）、
令
和
６
年
度
東

京
都
稲
城
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）、
令

和
６
年
度
東
京
都
稲
城
市
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）お
よ
び
令
和
６
年
度
東

京
都
稲
城
市
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）は
、
い
ず
れ
も
質

疑
・
討
論
が
な
く
、採
決
の
結
果
、

い
ず
れ
も
起
立
全
員
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

▲まちづくり推進事業基金の全部を充当し整備している稲城駅
前ロータリーのイメージ図


